
青森県太平洋沿岸定線 100m深水温の解析について

佐藤晋ー

はじめに

本県太平洋沖合海域は津軽暖流、親潮、黒潮起源の暖水の張り出しゃ暖水塊等の水塊配置が複

雑に変化する海域である。

前固までにこれらの水塊等によって引き起こされる水温の季節変動パターンや経年変動パター

ンについて解析を行い、さらに 100m深水温水平分布図や水温・塩分鉛直断面図を用いた事例解

析、東北海区全体の 100m深水温偏差水平分布を用いたコンポジット解析及びスベクトル解析を

行った。

今回はクラスター解析を用いた類似年の抽出と主成分を用いた水温予測について検討を行った

ので、その結果を報告する。

なお、本報告は平成 12年度の漁海況分析検討会議において、東北区水産研究所の指導で東北

ブロック各県が解析を行ったもののうち、本県分についてとりまとめたものである。

資料と方法

・定地水温のデータは八戸の月平均値を用いた。期間は 1964年 1月から 2000年 12月であった。

・海洋観測点については、 1963年9月から 2000年12月までに青森県水産試験場が行った観測資

料のうち、 100m層の水温のみを用いた。観測点は尻屋線 14点、出戸線11点、鮫角線19点の

合計44点にのぼった。

・クラスター解析を用いた類似年の抽出にあたっては、ユークリッド距離を用いた最長距離法に

よりクラスターを決定した。

データセットの作成に際してはデータが60%に満たない観測点を削除し、次に、データが

60%に満たない年を削除した。その結果、 1月は 5年分、 2月は 6年分しか残らず、分析に使

143E 144E 用できなかった。

-主成分を用いた水温予測についてのデータ

セットの作成にあたっては、月ごとのデー

タ欠測が多かったため、偏差データを 3か

41N月ごとに平均して季節別データとした。季

節分けは 12.......2月、 3.......5月、 6.......8月及

び9.......11月とした。それでもデータ欠測が
o :門|
5 i df| みられたので、 l個のみ補間し、データ数

鮫角線sヰ| が70%に満たない観測点を削除した。その

図1 定地水温測定地点と海洋観測点 結果、観測点 16点分+定地観測(八戸)
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クラスター解析を用いた類似年の抽出結果及び評価(東北海区全体と比較)

類似年 |観測点数|定地|年数|データ1 100m深水混分布(東北海区) E類似| 次の月 i類似| 鏑 要

64・86 1 3 1八 15 1 x 1 E 1 E 1データが少ない

一...~照・空!..L.L・...…....1..・......1.........1.ーさ.1...........................................................................................1.........1. ....................................................................................................L........l
2 1 86・89 1 14 1 4 1 6 1 x 1 E 1 E 1データが少ない
80・83.....r.............T.......r.......r...o...雨脚南下 ro時服流沿岸モード.棚欄下、 80年晦水存在 r.x..-r 
74・88 1 1 1 1 0 1棒経媛涜域広め、観潮南下.88年は沖から回り込む E X 188年は暖氷塊存在 E X 

(72・73) 1 13 1 1 129 1 0 1沿岸械は暖水で橿われる E 0 172年暖水広〈分布、 73年観潮強勢 E X 
(81・89) 1 1 1 1 0 181年観潮強勢.89年暖水鎗存在 E X ド81年観潮強勢.四年冷水履水括抗 E X 

→烈.::~.~.L..1..・-…H・H・-し.....I........L'O' 守照薄型経...線長男時..~繁}“競…・……………1...0...↓欄盟払..~.~!.l:.!さ腕:~鰐章一・・………………….“…….“一.“一………….日一…….目………..……..…...……………..……….“………..……..…..……………..………..………..……..…..……………..………..………..……..一...………….“………..………..……..…...……………..………..……….“…….“山.“……………..……….“……..….目.
4川1 6“6-7河5 1 8 1い1114 1 0 同服務強悦三陸沖に冷水域 ~ 0 166年津眼流強勢、暖水塊存在.観潮岬から回り込む E X 

ぃ..~~.:!..~......I...............1...・....1........1....0....11賄側糟ι.撚腕，~........…・……......・...…........;.ふ牒照糊思..期間~!~a:布目一………一.“……….“…….“…………….“……………..…………..……….“……..…..……………..………..………..…….“….“……………..……….“………..……..….“……………..………..……..…..
5 1 (何65-69) 1 25 1 1 110 1 0 11樟軽暖減.観潮強勢.69年は暖水塊存在 E 0 1満津E軽暖流.親潮強'勢争、暖水塊存在 10  

・!...~~.~.::~.!..L..I....一一 .....1....・....1. ........1....0. 暢糟忠.照精.ι………… .~.….日.Q…一.日.!肢i院樫竪暢樫糟息.空E恒貯撚E鰐鮭仔任杢主.旦怪恰噴撚幣慨慨.日…………一.目……………..………..……….目…….目….日.……………….目一….目一.目.目……………….日……….目一….目….目.目……………….日……….目…….“….“.目……………..……….“……..….日.……………..……..…..…・ ..t.. 三 ... 
68-86 1 1 1 1 0 Ij綾瀬強勢.暖水線散在 10ド貌潮強勢.86年は鏡潮系水が神まで分布 ; X 

71・79 1 1 1 1 0 Il棒軽暖流.観潮強勢 10  ド暖冷水峨存在.79年は観潮が丘側を南下 1 X 
69・87 1 1 1 1 0 同水擁存在.87年は暖冷水域存在 1 X 同経畷洗渦モード、 87年は三謄神に冷水域が散在 1 X 
90・94 1 23 1 1 1 31 1 0 ド90年観潮は沖から葱り出す 1 X ト仙台湾沖に暖水擁.90年観潮は沖側に分布 1 X 
83-91 1 1 1 1 0 183年暖水割程存在.綾瀬は回り込み.91年北上履水強勢 1 X 183年暖水塊存在.観潮は回り込み.91年捧騒暖流.北上綬水強勢1X 
78・85 1 1 1 1 0 178年観測は丘より.85年暖冷水域存在 1 X 1:津軽媛減強勢.85年は冷水域存在 lX 

一・ 7-士~.~......L.............L・ ......1........1....0.・...1!雪期習雪k空~.~理署受理吉茸........................u....…・…・・・・…・・ ':'uo主...1 1現男~.担1.E!.'l..?..!否点ち主...緊茶~.~盟主?...................................1...Q. 品
(71・75) 1 1 1 1 0 1:海経媛涜強勢、 71年暖冷水擁. 75年媛水塊.観潮丘側南下~ X 1:海経暖流強勢、観湖南下.その神に暖水が徐布 10  
(67 -72) 1 24 1 1 1 11 1 0 ド暖水.暖水塊が沖側に分布 1011暖水.暖水塊が広〈分布 iO 

一.~~.~::~.~)....I.....…….1....・....I........L~。…浮照溝型史・...轡!!.I.強~...・..................一一....・H・.............._..・o・..望鰐療費l魯.思械金翌日・……一一H・M・......・........・M ・....・....・...........1...'O'..L
80・87 1 1 1 1 0 ト津経暖流強勢.暖氷塊存在 10上海経媛滅強，札幌氷塊分布.87年観潮は沖に分布 1 X 
70・74 1 1 1 1 0 ド暖氷塊存在.70年観測強勢 1 X 1:滞睡眠涜強勢.74年観淘弱勢 1 X 
73-94 1 23 1 1 130 1 0 li滞緩暖流満モード.73年は冷水域が福島神まで分布 1 X 173年は八戸沖に暖水憐 1 X 

69・75 1 1 1 1 0 169帽地勢 ! X 枠制減.棚、北上履柳田綱じ 10 

"吋→一一一噌+←←い.“……..…7
9 1 74-必81 1 25 1 1 1 16 1 0 1:棒般暖滅強勢.74年観潮弱勢 1 X 1:棒騒暖3涜量強，勢争.貌湖は沖から強り出す 10  

!..?.:!..~......L .............L......L.....l....Q...l!.~，年続潮系水がほとんど分布せず L.?:':...1:樟軽暖~，市三曹旦明主~~..?~主縄開~:担笠主んど分渡せず ; X 
86・93.....，..............r......r......，...-O...1.聞流棚醐.駄塊存在 ?δ 降傾流棚強依願水櫛在 ?0 
90・96 1 8 1 1 124 1 0 1津眼紬悦臥塊存在‘錦繍は沖から回り込む ~ 0 190報糊は三樹哨.96年は錨山沖 ~ X 

~.~.:!..~......I...............I.........I........J....Q....l~明 .............................................................................L...?...!!.~年は冷水域滞在.棚分布 .i...?:':...l 
71-91 1 1 1 1 0 1海経磁波強勢.沿岸は暖水に橿われる.貌潮1mに分布 101棒経暖涜強勢.沿岸ほ暖水に置われる 10  
78-80 1 11 1 1 1 25 1 0 1津軽暖流.観潮のパターン同じ ~ 0 1三陸沖に媛水が分布 ~O 

一……..一….“…6
71ト-72-701 1 1 1 X 1沿F倖宇倒に貌潮系水がほとんど分布せず ! 0 173年1月は三陸沖に冷水がみられる ! X 1I何50%幅削除
1凶2引17η3与日.ヴ7河5-7刊41 14 い い2叶1 X 1抽沿岸糊側に晴親棚潮糊系水柑がほ批とん叫ど分締布せげず ! 0 1ド仰7刊4年削1月}雌掛岸献に冷林水が拘みら凶れな伽bい為 i X 
68・69 1 1 1 1 X 1不明 ! ? 169年1月は三燈沖に冷水がみられる 1 X 

※1、2，12月はデータが少ないため.評価に使用しなかった。
※当月の評価は17/31=55%、次の月では11/31=35%
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クラスター解析を用いた類似年の抽出結果及び評価(青森県沖と比較)

類似年 l観測点数|定地|年数|データ 1 100m深水温分布(青森県沖) -1類似| 次の月 i類似l摘 要

64・86 1 3 1八 15 1 x 1 1 [データが少ない

・→i明~.~.!.LL............l........I........1....主 L.................................................. i 1 ! 1 
~..l 型R照里壬空そ7円 .J .l [ j 空 r4"T 空 l 
80-8回3 1 1 1 1 0 剛糊下 r.o'l隔津輔伽伽!岸供毛長二Y想均通
7刊4-8印8 1 1 1 1 0 1憎捧輔軽輔綬蹴流糊城広め.糊南肝下、 88年は帥沖か州ら図刷り込む l X 188梓年}噸堀水糊鎗僻存在 [ x 
(72-73) 1 13 1 1 129 1 0 伸賊噸水で覆われる 1 0 173年棚搬く分布 [ x 
(81・89)1 1 1 1 0 神経暖流犠南方で広め、貌潮強勢 : 0 1貌潮強娯津軽暖流南方で広め :0 

小 H ・H ・1-9町一1...............1...・-・1・・…...1・-・9....11津軽暖流広め : 0 1貌潮強勢
4 1 66-75 1 8 1 1 114 1 0 悼峨糊勢悶存在 お|る吉祥偏説副説 iヨー

t-"ë~~二日 t....2s.....t...(..I..1.Ö..t....g 開明日明掠 i Q|建照明J糊!説明 .~...Q.‘ 
65・69)1 25 1 1 110 1 0 悼軽暖流‘貌潮強勢 : 0 1津軽暖流.親潮強勢 [0 

........…担任~.!.Lt.....・....…・1 ・….1........ 1...9..・-き竪繁溝型警..長さ努空fEnu--nunum---mu--unmu--H・M・..L.Q..ぞ:.!型軽務致事空. 66年は冷水域散在 … ・ L.:x:..l 
8・86 1 1 1 1 0 同潮強勢.暖水塊散在 !ol観潮強勢.86年は観潮系水が神まで分布 …・-ヌ.

71・79 1 1 1 1 0 悼軽暖流.観潮強勢 i 0 1暖冷水域存在.79年は貌潮が丘側を南下 [ x 
69-87 1 1 1 1 0 187年晴蜘榊に分布 i x 1津軽暖酬モード、糊岬に分布 i 0 
90-94 1 23 1 1 131 1 0 1，冷水域存在、銀潮は沖から張り出す i 0 1沿岸は暖水に橿われる io 
83-91 1 1 1 1 0 何年媛糊存在、観潮岬に分布 i X 183噸柑存在‘糊は回り込み.91年津軽暖流、北上揖媛水鳩強勢恥[ x 
7刊8-8白5 1 1 1 1 0 1ド78叫年棚は丘よ抑り :汁x1陣蝿津蝿軽鰍綬糊流強暢勢、 8叫5咋年は帥冷水繍域存純在 [ x × 

"……..喝←い“……7
(例7円1-有刊7河問5町) 1 1 1 1 0 悼陶軽脚強糊勢勢.7円1年暢綬冷水柑塊、 7河5年暢暖水柑塊.糊丘耐側帥言雨下;バ支'1陪|隔盃説軽説雇町元踊盃説.蚕長説ぶ..了..桶E逼訴前面掛前予平..ア:
(何67下-72幻) 1 24 1 1 111 1 0 陣水.暖水塊均t沖側に分布 i 0 1暖水、観水塊が広〈分布 10 

.L.~?!?.~.~.空Lt..............l........I........l....9....li明暗桝1則前王開. ・ ………......)....0...1芳照明努2堅.持金翌日 … ・ ......................~...Q
80・87 1 1 1 1 0 悼轍糊勢、 80年糊強勢 1xl津軽蹴醐.暖鳩分布.87年銀潮岬に分布 ; x 
70・74 1 1 1 1 0 陣柑存在.70年糊醐 : x 1津軽蹴醐.74年棚暢 i x 
73-94 1 23 い 1301 0 牌蹴渦モード.暖冷水鮒在 ! 0 173年は八戸沖噌鳩、 9叫4特年特捧輔軽轍暖蹴流酬漏恥モ←ド [ x × 
6ω9-7沌5 1 1 1 1 0 ド仰9咋年糊弱暢勢 :汁x1悼帥津輔軽蹴、 貌棚蝋潮蹴.~北紅tJ:上暖臥水の哨配置跡が悶配じ !はO 

..←い“……..“79叫I7刊4必引1 1 2笥5い|い16叶1O fi梓津鰍涜蹴強勢銑.7刊4年欄貌糊海糊弱蚕瓦f子y"…………….“……….“……………..…………..……….日……..….“…………….日………..……….日……..…..……………..…………….町………….“………..……..….日……………..……….日……….目……..….目.……………..……….“……….“…….“….“……..…“ ………….目一.日マγγγγγ:了γ“….“.汁量這詞.瓦吾説雇両元漏通説蚕瓦試..了“瓦.逼逼匝逼証.<瓦泌示遍語両両韮五.…………….“……….日……….日…….日…………….“………..………..…………….“………..………..一…………..……….目……….日…….“….“.……………..………..……..…..
"山………"…….“.“...φ』←可………..…-日之.B白6-9勾3 I 1 1 1 0 悼軽暖蹴涜、観糊糊強勢 ro コl匝捧緩暖流流、貌糊潮強勢 . ………….目一.目...…………..……..….“.…………..一.“.………….日….“.日…………..…….“….... “γ? 
9ω0-舟96 1 8 1い11戸24什10 陶蝿涜紬強勢.暖水鎗僻務在.観糊潮I帥榊に防分布 ioコ|津軽綬蹴流、銀糊潮、暖水(働塊船)の配硝霞が岡じ io 〉

……..舟‘恥←い.ρ……….句…..….“6堅fそ-7ス7空4ι“……….“…..….“.Lし.“………..….“….目……….日….日…..……….“….“….“.“…...1..し"…...…....1“………"…...….“.
7η1-9引9引1 I 1 1 1 0 悼嵯暖流強勢.治岸削tま揖暖水に橿われる.観潮船Iま榊沖に分布 iO コl津経暖流強勢勢.沿岸鼎Iミ通通瓦京ぷ.1iE2量忌五三玄工目…….“.“.“…………..……..…..............…...・H・ :Iδ叩…..
78-80 1 11 1 1 125 1 0 li津軽暖流、貌潮のパターン同じ i 0 1不明 [ ? 

-一-一一一6雪了二f雪9……….“….町..1..し..………..….日………..…..….日.……….“...1.....“...1..しし一……一-日….日……….日….日….“..1.上1..し.“…...0目…….町.守畏竪湾強竪努註.日. “……….“….“.................................... i 0 コl不明 i ? 71・72・701 1 1 1 x li沿岸側に続潮系水がほとんど分布せず r.u'.l不明 ………….........…..........….......………H ・M・..γ-干・4 ・
12173・75・741 1 4 1 1 11 2 1 x li沿岸側に糊系水がほとんど分布せず i 0 1不明 i ? 
68・69 I 1 J 1 x 1:不明 i ? 1不明 [ ? 
※1， 2， 12月はデータが少ないため、評価に使用しなかった。
※当月の評価は21/31=68%、次の月では16/30=53%
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が残った(図 1)。最後に、 l個でも

データのない季節は削除し、主成分分

析のデータとした。

主成分分析を行う際には、共分散行

列を用いた。主成分スコアの自己回帰

予測はARIMAの方法により、自己回帰

の次数は9とした。

スコアの予測値から各点における水

温偏差値を算出し、 rms誤差により予測

精度を検証した。

結果

(1)クラスター解析を用いた類似年の抽出

表 1及び表2に類似年の抽出結果及

びその評価をまとめて掲げた。類似の

評価は表 1では抽出された類似年の同

じ月どおしの東北海区全体の 100m深

水温分布図を、表2では青森県沖に限

った 100m深水温分布図を用いて行っ

た。

その結果、 3.......12月では類似してい

ると思われたのは東北海区全体で当月

が55%、次の月では35%であった。ま

た、青森県沖に限ってみると当月で70

%、次の月では53%となった。

津軽暖流の流勢指標のうち、津軽暖

流域の 100m層最高水温の平年偏差で、

類似年を比較し、表3に示した。その

適合率は当月で71%、次の月では63%

となった。

月ごとにみていくと、 100m深水温分

布図を用いた方法では4.......5月、 10....... 

12月の適合率が高かったが、次の月で

は7、9、11月の確率が高くなってい

表3 津軽暖流域の100m層最高水温
との比較

月 類似年 類似次の月 指標値の評価との比較
類似 :次の月

80・83 。× B . 

74-88 × × A 
3 (72・73) 。× C B 
(81・89) 。。 B 
(71・98) 。。 B . 

4 66-75 。× B . 

64・74 。。 A . 
5 (65・69) 。。 E D 
(66・67) 。× C C 
68・86 。× . C 
71・79 。× B 
69・87 × 。 D 

6 90-94 。 A 
83・91 × . 

78-85 × C . 
74-82 X : 。 B 
(71・75)

o o × j i 
。 B C 

7 (67・72) 。 B C 
(65・66) 。 . A 
80・87 × × . . 

70・74 X : × B C 
8 73・94 。× E 
69・75 × 。 B C 

76・88 。× . B 
9 74・81 × 。 B 
72・75 。。 A 
86・93 。。 B 

10 90・96 。。 . A 
64・74 つ × B B 
71・91 。。 B . 

11 78・80 。? A . 
67・69 。つ B B 

71・72・70 。 ? 
12 73・75・74 。 つ
68・69 ? ? B 

23 16 

※1、2月はデータが少ないため、評価に使用しなかった。

※「指標値の評価との比較」は指標の偏差を晴級分けし、

その階級が一致した場合はA、以下階級がひとつズレる

ごとにB、C、D、Eとした

※当月の的中率は23/33=70%、次の月では16/30=53%

※指標値の評価との比較では、当月の的中率は71%、次

の月では63%
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月ごとの評価

月 100m分布図との比較 指標値の評価との比較

類似 次の月 類似 次の月
. . . 

2 . ー

3 80 40 75 75 

4 100 50 88 . 

5 100 50 25 38 

6 43 43 63 63 
7 100 75 67 

8 40 20 75 44 

9 50 100 75 100 
10 100 67 75 83 
11 100 100 63 75 

12 100 . 75 
計 70 53 71 63 

表4

また、津軽暖流の指標値を用いた方法

12月の確率が

9-11月等で確

た。

7-10月、では 3-4月、

高く、次の月では3月、

表 6 主成分を用いた水温予測
の結果 (2000年春から 2000年夏

を予測 EOF1のみ)
予測値 j観測値 j 差

-0.22 i -0.27 i -0.04 
・0.21 !・0.17! 0.04 
・1.03 1 -0.03 1 1.00 
・1.51 1 1.20 1 2.71 
・1.92! 1.03! 2.95 
・1.43 i 2.38 i 3.80 
0.7"4 i 6.71 1 5.97 
0.05;0.27i 0.22 

0.29 i -0.67 i -0.97 
・0.34!・3.64! -3.30 
・1.05 !・2.07 ;・1.02

・1.68! -0.44! 1.24 
0.22 1 2.38 1 2.16 
0.07 ! 3.01 ! 2.94 
・0.36 i 4.41 ! 4.77 
0.46 1・2.55 1 -3.01 

・0.12 1 1.61 1 1.73 

rms=しょ主5
寄与率1=30.014%

7月

率が高くなっていた。

総じてみると、

で適合率が高くなっていた(表4)。

3月、9-11月、

点
一
判

m
M
m
m
w
w
m
m
m
町

田

凶

凶

防

閉

山

附

悶

悶

戸

一

測一

s
s
s
s
s
s
S
D
D
O
D
D
S
S
S
S
八一

(2)主成分を用いた水温予測

季節分けした各測点ごとの偏差データを

主成分分析し、その主成分スコアの自己回

帰により水温偏差の予測値を算出した。

第 1主成分のみを用いて、 1999年冬ま

でのデータで2000年春の予測値を算出し

た結果を表5に測点ごとに示した。同様

2000年春までのデータを用いた 2000

年夏の予測値を表6、2000年夏までのデ

ータを用いた2000年秋の予測値を表 7、

2000年秋までのデータを用いて2000年冬

の予測値を算出した結果を表8に示した。

(予測値一観測値)の平方和を(データ

数一 1) で割り、その平方和をとった値
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表 7 主成分を用いた水温予測

の結果 (2000年夏から 2000年秋

をま副 EOF1のみ}
測点

SY1 

SY2 ー0.01 -2.31 -2.31 
SY3 ー0.03 -9.26 -9.23 
SY4 -0.04 -2.03 -1.99 

SY5 -0.05 -5.35 -5.29 

SY6 -0.04 -8.67 -8.63 

SY9 0.02 -4.72 -4.74 
DD1 0.00 2.43 2.43 

DD2 0.01 4.76 4.75 
DD3 -0.01 3.00 3.01 
DD4 -0.03 -0.35 -0.32 

DD5 -0.05 -0.11 -0.07 
SK3 0.01 1.75 1.74 
SK4 0.00 3.66 3.66 
SK5 -0.01 -0.56 -0.55 
SK9 0.01 -7.58 

八戸 0.00 -0.40 

「打15= 4.58 

寄与率1=30.220%

表 8 主成分を用いた水温予測

の結果 (2000年秋から 2000年冬

を予副 EOF1のみ}
測点

SY1 1.18 -1.24 
SY2 1.09 -0.98 

SY3 5.46 0.88 -4.59 

SY4 8.01 1.74 -6.27 

SY5 10.20 0.49 -9.71 

SY6 7.74 -5.42 

SY9 -3.73 -3.42 0.31 
DD1 -0.18 -2.60 -2.41 

DD2 -1.55 -1.77 -0.23 
DD3 1.82 1.17 -0.65 

DD4 5.74 1.33 -4.41 

DD5 8.92 2.06 -6.86 

SK3 -0.91 -5.33 -4.42 

SK4 -0.18 -9.67 -9.49 

SK5 2.09 

SK9 -2.37 

八戸 0.73 

rm5= 6.20 

寄与率1=29.623%

表 9 主成分を用いた水温予測

の結果(1999年冬から 2000年春

を予測 EOFl-5) 

測点 予測値 j観測値: 差

SY1 0.00 0.24 0.24 
SY2 0.07 0.27 0.20 
SY3 0.22 1.04 0.82 
SY4 0.15 1.43 1.28 
SY5 0.12 0.65 0.53 
SY6 0.15 2.58 2.43 
SY9 -0.54 -0.23 0.30 

DD1 0.08 0.82 0.73 
DD2 0.26 -0.56 -0.82 
DD3 0.41 1.24 0.84 
DD4 0.44 4.13 3.69 
DD5 0.30 1.86 1.56 
SK3 0.20 2.14 1.94 
SK4 0.24 0.27 0.03 
SK5 0.03 1.06 1.03 
SK9 -1 .31 0.23 1.54 

八戸 0.04 0.57 0.53 
r円15= 1.46 I 

寄与率1-5
=30.03+18.08+11.85+8.72+6.63 

=75.311% 

(rms誤差)で評価すると冬から春、春から

夏、夏から秋、秋から冬の順で予測の精度

は下がっていた。第 l主成分の寄与率はい

ずれも 30%前後であった。

このうち、 1999年冬から 2000年春の予

測については、第 1-第5主成分を使って

予測を試みた(表9)。その結果を rms誤

差で比較すると、第 1主成分のみでは1.29

であったが、第 1-第5主成分を使った場

合は1.46と逆に誤差が大きくなっていた。

おわりに

青森県では 1964年から 75年までは年間9

"" 12回の海洋観測を行っていたが、 76年以

降は年間 6""4回の観測となっている。この

ため、月単位の解析をするには不十分なデー
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タとなっている。今後は、青森県沖で行われている他機関の観測データも使用しながら解析を進

めていきたい。
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